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平成２９年度

岡山県保健福祉部重点事業等に関する資料

（子ども未来課関係分）

平成２９年３月２１日 第１０期岡山県生涯学習審議会第５回会議資料
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岡山県津山市 子育て世代包括支援センター

１ 場所：津山市役所 津山すこやか・こどもセンター 健康増進課内

地域の概要

概況

３ 設置開始時期：平成２８年４月

２ 実施体制 （１）担当者：母子保健コーディネーター（嘱託助産師・保健師） （２）人数２名

・人口１０４，０５６人
平成２９年２月１日現在

・年間出生数 ：（９００）人
平成２７年度

・その他
岡山県の北東部、北は中国山地、南は中部吉備高
原に接し、市内中心部を吉井川が東西に貫流して
津山盆地を形成している。四季折々の自然と豊か
な歴史と文化をもつ、岡山県北地域の中心都市で
ある。

子育て世代
包括支援センター



津山市の母子保健システム

妊 娠 期 出 生 乳 児 期 幼 児 期

３歳児健康診査乳児健康診査妊娠届　母子手帳交付

保健師による面接

妊婦

ぽんぽこ学級

妊婦

歯科検診

２歳児歯科検診

離乳食教室

１歳６か月児健康診査

愛育委員

妊婦訪問

就 学

津山市療育センター

療育相談

児童発達支援事業所「てけてけ」

ことばの相談
経過観察児教室

（ドレミ・ドレミ＃）

経過観察児教室

（ステップ）発達相談

保育園・幼稚園訪問（園担当ＰＨＮ）

妊婦健診　１４回
対

象

者

す

べ

て

の

母

子

妊婦養育支援訪問

（地区ＰＨＮ・コーディネーター）

乳幼児訪問（要フォロー）

産婦・乳幼児養育支援訪問

（地区ＰＨＮ・コーディネーター）
乳幼児訪問（健診未受診含む）

地域の子育て支援事業　（親子クラブなど）

子育て支援事業

（ファミリーサポート事業、一時保育など）

養育支援会議（プラン検討）

妊産婦訪問事業：

訪問看護、ホームヘルパー
産婦ショートステイ

医療機関

ハイリスク連絡票

チャイルドパートナー　訪

問（保育士・看護師）

こんにちは赤ちゃん

訪問連絡会

乳児家庭全戸訪問事業

愛育委員おめでとう訪問

健康相談・育児相談（地区育児相談含む）

育児相談でのベビーマッ

サージ、おっぱい相談

出産後1か月以内の

電話相談

（コーディネーター）

はっぴー子育て教室

対

象

者

一

部

の

母

子

乳幼児・未熟児訪問

（地区ＰＨＮ・コーディネーター）
３５歳以上のママ、養育力

アップ、不妊・不育治療歴あ

り等のグループ交流会

妊娠前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予防接種

プラン作成

不妊・不育治療助成事業

ハイリスク妊婦電話相談

（コーディネーター）



取組内容

取組の評価（取組の効果や課題等）

【効果】
●児童福祉・子育て支援の担当部署である、こども課・こども子育て相談室と母子保健の担当部署である健康増進課が同じフロアであることから、母子保健コーディネー
ターを中心に、子育てについての相談をワンストップで受け付け、必要なサービスや事業に繋ぐことができている。
●母子保健コーディネーターが、妊娠期から支援を行うことで、産後早期から介入しやすくなっている。また、個々に合った支援プランを作成し支援することで、妊産婦が先
の見通しを持つことができ、安心して出産・子育てに臨むことができている。
●定期的に支援の評価を行い、切れ目のない支援ができていることを確認している。
●地区担当保健師と母子保健コーディネーターが関わることで、地区担当保健師が交代した場合でも、母子保健コーディネーターが継続した支援を行うことができるため、
安心して子育てできる。
●子育て支援施策が充実したことで、親子で出かける場が増えている。児童館、子育て支援センター等の地域子育て支援拠点や妊産婦ケア事業のスタッフ間と連携するこ
とで、ケースを一緒に支えていくという視点を持ち、関わることができている。また今後の市の子育て支援施策について、目指すべき方向性を確認することで、それぞれの機
関での役割を明確にすることができている。
【課題】
●従来の母子保健担当課へ相談が入ることが多いため、子育て世代包括支援センターとしての名称・役割が浸透できていない。今後、あらゆる機会を通じて周知していく必
要がある。
●虐待通告となったケースについて、支援方針の振り返りや、今後の支援方針の確認について、会議の中で行う必要がある。

・妊娠期から出産、子育てにわたる、切れ目のない支援を目指し、健康増進課内に子育て世代包括支援センターを開設。妊娠届や訪問等の情報から、子育て支援サービス
の紹介や関係機関と連絡・調整を行い支援している。
①母子保健コーディネーター配置
嘱託助産師・保健師を配置。妊娠中から子育て期にわたるまでの相談に対応。支援の必要な妊産婦に対して、支援プランを作成。状況に応じて、関係機関と連絡を取ると
ともに、子育てサービスの情報提供や調整を行い、支援している。
②妊娠期からの切れ目のない支援の実施
妊娠届出時、リスクアセスメントを行い、若年・高齢妊婦、望まぬ妊娠、未入籍等のハイリスク妊婦に対して、電話で状況を確認。必要に応じて、医療機関等の関係機関と連
携し、支援している。産後は生後１ヶ月までに全数の家庭に電話連絡し、母子の健康状態の把握を行い、早急に支援が必要な場合には、地区担当保健師とともにサービス
の紹介や関係機関との連絡・調整等の対応を行う。心身の不調や、育児不安がある場合には、養育支援会議で支援プランを作成し、定期的に支援の評価を行う等、切れ
目のない支援を行っている。
③妊産婦ケア事業の実施
アウトリーチ型：妊産婦が抱える、妊娠・出産、子育てに関する悩み等に対して、助産師や保育士、ホームヘルパー等が訪問を行い、相談・助言や家事・育児のサポートを
行う。
宿泊型：市内産科医療機関に宿泊し、母体の健康管理や産後うつのケア、授乳指導、乳児のケアを行う。
④安心して子育てできるネットワークづくり
児童館、子育て支援センター等の地域子育て支援拠点や妊産婦ケア事業スタッフ間で情報共有や各種研修を行う。ダウン症児、ふたごの会の開催。
⑤周知
妊娠届出時、地域子育て支援拠点、保育所、幼稚園、子育て用品を扱う店舗にチラシを配布。市のホームページにも掲載。民生委員・主任児童委員会等の各種団体に取り
組み内容の紹介を行う。



その他

◆ 特色・PRポイント

●産科医療機関とのケース連絡を密にして、日頃から顔の見える関係を心がけていることにより、妊娠中や産後の入院中から早期介入ができている。

●子育て支援施策の担当課が同じ部内であるため、部内や地域子育て支援拠点等とも連携しやすい。

●保健師個人の判断ではなく、組織としての対応ができるよう体制を整備している。

●ホームヘルパー派遣の委託先事業所の中には、母子保健分野の経験が少ないところもあるため、乳児のケア、離乳食、産後うつなどをテーマとして、定
期的に研修を行い、サービスの向上に努めている。

●妊産婦ケア事業実施に向け、産科医療機関との間で、ケア内容や対応方法などの詳細を協議することで、利用者の立場に立った利用しやすい制度とす
ることができた。

◆ 取組の経緯、開始にあたって調整や工夫した点
出生数が減少していく中、医療機関からのハイリスク妊産婦の連絡や、養育支援家庭・児童虐待新規通告件数が年々増加傾向にあった。また、日頃の

保健師活動の中から、現在の子育て世代は「知識は豊富にあっても、生活の中で応用する力が乏しい」「理想の子育てと現実のギャップに戸惑う」「マニュア
ルどおりにならないことへの苛立ち」「認めてくれる存在がいない」「身近な存在である両親に本音が言えない」等の課題を抱えていることが明確になってい
た。そのため、支援が必要な妊産婦へ向けた効果的な取り組みが求められる現状があった。

これらの課題から、妊娠期からの支援を開始するため、妊娠届出時に、経験やスキルに関わらず、どの保健師でも必要な情報が収集できるよう、妊娠届
出時アンケートを作成。面接時の情報から、レベル毎に分類し、今後の支援方針を決定できるようシステム化した。また、支援方針の決定や進行管理につい
て、管理職を含めた養育支援会議（定例的に開催。緊急性のある場合は、随時開催。）での協議を行い、組織としての対応が効果的にできるようになった。
養育支援会議については、参加した保健師が対人援助技術等を学ぶ機会にもなるなど、人材育成としての機能も果たすことができている。

市内医師会の産科部会・精神科部会、介護事業所等の協力も得て、妊産婦ケア事業等の支援サービスを構築し、安心して子育てできるよう体制づくりも
行った。

平成２８年度からは母子保健コーディネーターを配置し、支援が必要な妊産婦に対して、支援方針についての定期的な評価を行い、ニーズに応じた支援を
切れ目なく行うことができている。



1

真庭市教育委員会

生涯学習課





○事業の概要

1 目的：家庭教育支援の一環として、「親育ち応援学習プログラム」

の活用を推進し、子育て・孫世代が保護者としての在り方や役割
について学ぶ機会を提供する。

2   対象： PTA・教職員（市内保育園、幼稚園、こども園、小学校、
中学校、高校等）、その他（地域サロン会等）

3   事業名 : 真庭市家庭教育支援事業
≪具体的実施例≫ 保・幼・こども園の保護者会

小・中学校のPTA研修会、学級・学年懇談会
公民館等地域での研修会、学校教職員研修会

2

真庭市の家庭教育
支援事業について




①概要

《構成員》支援員 7名 (元教員、元保育士他）

生涯学習課職員 2名（社会教育指導員）

《事務局》真庭市教育委員会 生涯学習課

《活動目的》「岡山県親育ち応援学習プログラム」を

活用した学習機会の提供

《活動の範囲》 真庭市内６中学校区

【北房・落合・久世・勝山(美甘）湯原・蒜山】

(保10・幼7・こども園９・私１・小24・中6）

3

家庭教育支援チームの体制




②活動内容
チーム定例会（月1回）〈 反省、課題の検討等 〉
打ち合わせ会〈 内容・タイムスケジュール検討等 〉
情報交換会〈ワーク、テキスト情報 勉強会〉
研修会〈 スキルアップ・フォローアップ研修

（県及び市主催）〉
学校・園訪問〈 情報提供及び親プロ実施事業照会 〉

4

家庭教育支援チームの体制



5

活動の仕組み（流れ）

活動拠点(事務局）
（コーディネート）

教育委員会生涯学習課

家庭教育支援員

親育ち学習機会
の提供

依頼・連携

チーム検討会・情報提供

岡山県「親育ち学習
プログラム」の活用

・学年PTA研修
・学級PTA研修
・保護者会
・入学説明会
・地域サロン会
・その他

ワークショップ型
学習

市内園・学校他



6

実施の状況
「親育ち応援学習プログラム」

市内小学校で
の実施状況

平成28年度作成

真庭版リーフレット

＝平成２８年度 実施状況＝
☆保・幼・こども園 ～ ４園
☆小学校 ～２１校
☆中学校 ～ ２校
☆地域サロン会 ～１か所





１ 「出会いのステージ」

～アイスブレイク～

２ 「語り合いのステージ」

～話し合う～

３ 「支え合いのステージ」

～気づき合う～

7

親育ちの３つのステージ親育ちの３つのステージ





1.「家庭教育」「親のあり方」についての意識の変化

2.保護者間の希薄な関係の解消と相互理解の広がりや

深まり

3.男性参加者の増加による、家族間の「子育て」に対す

る協働観

4.保護者の「親育ち」学習に対する要望の増加と学びへ

の積極性

5.「ワーク」終了後の充足感による、

安定した態度・表情の発現
8

取り組みの成果





① ワークショップ研修に対する抵抗感

・にがて感の軽減

② ワーク実施前と終了後の表情の差

（保護者の変容）

③ 実施後のつながりと広がりについて

④ 親・保護者の深層分析と循環への工夫

9

今後の課題 １




1. 支援員のレベルアップ研修の実施

2. 「学習プログラム」資料の改良・創作

3. 様々な機関との連携・協力体制の構築

4. 支援事業の広報・啓発及び学習提供の

推進

10

今後の課題 2





 私たちは、家庭教育（自立心の育成や
調和のとれた心身の発育等）を担う保護
者に対する、より良い支援の在り方を常
に追求し模索していきたいと思います

 私たちは、人としての生き方を自問し
ながら、人生の素晴らしさや、目的・願
いを持って生活する姿勢の大切さを伝え
ていきたいと思います

11

わたしたちのおもい



12

 私たちは、今後も「家庭教育支援」
を推進しながら、すべての子どもた
ち、すべての親たちとともに『幸せ
に生きていくためのあり方』を考え
あい、学び合い、伝え合っていける
ような関係の構築を目指したいと考
えます



13

私たちは、「岡山県親育ち応援学習プログラム」

を基本とした、真庭市家庭教育支援事業の広がりを

目指し、多くの方への学びの場を提供して参りたい

と考えています。

平成29年３月２１日

＝ 真庭市家庭教育支援チーム ＝

おわりに



14

～ありがとうございました～

＝真庭市教育委員会 生涯学習課＝


